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(57)【要約】
　内視鏡システム１において、内視鏡２は、光ケーブル
２７、光接続部２９ａ～２９ｃを有する光ケーブル２７
ａ～２７ｃ、および、光ケーブル２７で伝送された光信
号を分割して光ケーブル２７ａ～２７ｃの少なくとも一
つに入力する分割部２８を備え、処理装置３は、光接続
部３１ａ～３１ｃを有する光ケーブル３２ａ～３２ｃ、
光ケーブル３２ａ～３２ｃが伝送した光信号を結合可能
である結合部３３、結合部３３が入力した光信号を伝送
する光ケーブル３２、および、光ケーブル３２によって
伝送された光信号の光量情報をもとに光接続部２９ａ～
２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常の
有無を検出する異常検出部３５を備える。



(2) JP WO2016/035363 A1 2016.3.10

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光信号を送信する送信装置と、前記送信装置に対して脱着可能であって前記送信装置に
よって送信された光信号を受信する受信装置と、を備えた光通信システムであって、
　前記送信装置は、
　一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と、
　各基端にそれぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝
送部と、
　前記第１の光伝送部で伝送された光信号を分割可能であり、分割した光信号を前記第２
の光伝送部の少なくともいずれか一つの光伝送路に入力する分割部と、
　を備え、
　前記受信装置は、
　前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に設けられた複
数の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の光
伝送部と、
　前記第３の光伝送部が伝送した光信号を結合可能である結合部と、
　一つの光伝送路から成り、前記結合部から入力された光信号を伝送する第４の光伝送部
と、
　前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに前記送信側光接続部
と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無を検出する異常検出部と、
　を備えることを特徴とする光通信システム。
【請求項２】
　前記分割部は、前記第１の光伝送部で伝送された第１の光信号を分割して、前記第２の
光伝送部の各光伝送路に分割光信号を入力し、
　前記第３の光伝送部の各光伝送路は、それぞれ対応する前記送信側光接続部および前記
受信側光接続部を介して入力された各分割光信号を伝送し、
　前記結合部は、前記第３の光伝送部の各光伝送路が伝送した各分割光信号を一つに結合
して、結合した第２の光信号を前記第４の光伝送部に入力し、
　前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によって伝送された第２の光信号の光量が、光
信号の一定の伝送品質を保持できる第１の光量を下回る場合に、前記送信側光接続部と前
記受信側光接続部との接続状態が異常であることを検出することを特徴とする請求項１に
記載の光通信システム。
【請求項３】
　前記異常検出部は、前記第２の光信号の光量が、前記第１の光量よりも高い第２の光量
を下回る場合に、前記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態が異常となるお
それがあることを検出することを特徴とする請求項２に記載の光通信システム。
【請求項４】
　前記分割部は、前記第２の光伝送部のうちの少なくとも一つの光伝送路を選択し、該選
択した光伝送路を前記第１の光伝送部に接続する第１の光スイッチであり、
　前記結合部は、前記第３の光伝送部のうち、前記第２の光伝送部において前記第１の光
スイッチが選択した光伝送路の前記送信側光接続部と接続する前記受信側光接続部が設け
られた光伝送路を選択し、該選択した光伝送路を前記第４の光伝送部に接続する第２の光
スイッチであり、
　前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量が、光信号の
一定の伝送品質を保持できる第１の光量を下回る場合には、前記第２の光伝送部における
前記第１の光スイッチが選択した光伝送路の前記送信側光接続部と、前記第３の光伝送部
における前記第２の光スイッチが選択した光伝送路の前記受信側光接続部と、の接続状態
が異常であることを検出することを特徴とする請求項１に記載の光通信システム。
【請求項５】
　前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチを制御して、前記第１の光スイッチ
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および前記第２の光スイッチがそれぞれ接続する光伝送路の切り替えを制御するスイッチ
制御部をさらに備え、
　前記異常検出部は、前記スイッチ制御部による、前記第１の光スイッチおよび前記第２
の光スイッチの切り替え制御に応じて、前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッ
チによって選択されている光伝送路に対応した前記送信側光接続部と前記受信側光接続部
との接続状態の異常の有無を検出し、
　前記スイッチ制御部は、前記異常検出部によって接続状態の異常が検出されない前記送
信側光接続部と前記受信側光接続部とに対応する光伝送路を選択するように前記第１の光
スイッチおよび前記第２の光スイッチを制御することを特徴とする請求項４に記載の光通
信システム。
【請求項６】
　前記受信装置は、
　前記第４の光伝送部によって伝送された光信号を、該光信号における光量情報を含む電
気信号に変換する電気信号変換部をさらに備え、
　前記異常検出部は、前記電気信号変換部によって変換された電気信号に含まれる前記第
４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに、前記送信側光接続部と前記
受信側光接続部との接続状態の異常の有無を検出することを特徴とする請求項１に記載の
光通信システム。
【請求項７】
　前記異常検出部による検出結果を出力する出力部をさらに備えたことを特徴とする請求
項１に記載の光通信システム。
【請求項８】
　被検体内に挿入されて前記被検体内を撮像する内視鏡装置と、前記内視鏡装置が脱着可
能に装着される処理装置とを備えた内視鏡システムであって、
　前記内視鏡装置は、
　行列状に配置する複数の画素を有し、光が照射された被写体からの光を光電変換して画
像信号を生成する撮像部と、
　前記画像信号を光信号に変換する光信号変換部と、
　一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と、
　各基端にそれぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝
送部と、
　前記第１の光伝送部で伝送された光信号を分割可能であり、分割した光信号を前記第２
の光伝送部の少なくともいずれか一つの光伝送路に入力する分割部と、
　を備え、
　前記処理装置は、
　前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に設けられた複
数の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の光
伝送部と、
　前記第３の光伝送部が伝送した光信号を結合可能である結合部と、
　一つの光伝送路から成り、前記結合部から入力された光信号を伝送する第４の光伝送部
と、
　前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに前記送信側光接続部
と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無を検出する異常検出部と、
　前記第４の光伝送部によって伝送された前記光信号をもとに前記画像信号を処理する画
像処理部と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光信号の通信を行う光通信システムおよび内視鏡システムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野においては、患者等の被検体の臓器を観察する際に内視鏡システムが用
いられている。内視鏡システムは、例えば先端に撮像素子が設けられ、可撓性を有する細
長形状をなし、被検体の体腔内に挿入される挿入部を有する内視鏡と、ケーブルおよびコ
ネクタ（接続部）を介して挿入部に接続して撮像素子が撮像した体内画像の画像処理を行
い、体内画像を表示装置に表示させる処理装置と、を備える。
【０００３】
　近年、より鮮明な画像観察を可能とする高画素数の撮像素子が開発されており、内視鏡
への高画素数の撮像素子の使用が検討されている。また、内視鏡の被検体への導入のしや
すさを考慮し、挿入部の細径化が求められている。さらに、挿入部の細径化を実現しなが
ら、撮像素子と処理装置との間で大容量の信号を高速に伝送するために、レーザ光を用い
て信号を伝送する光伝送システムの採用が内視鏡システムでも検討されている（例えば、
特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－３６３５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　通常、処理装置と内視鏡とは、分離可能であって、それぞれの接続部同士で接続される
。このため、内視鏡システムでは、光信号に変換した画像信号を、挿入部先端から処理装
置まで１本の光ケーブルで伝送することができず、複数の光ケーブルをそれぞれの接続部
の接続面同士を接触させることで接続して伝送している。この場合、光が通る接続部の接
続面に汚れや曇りがある場合や、接続部の光の進路に対する角度ずれがあった場合には、
光信号が減衰して光信号の伝送不良が生じるため、光伝送路における接続部の異常の有無
を検出することが求められていた。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、光伝送路における接続部の異常の有無
を検出することができる光通信システムおよび内視鏡システムを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる光通信システムは、光
信号を送信する送信装置と、前記送信装置に対して脱着可能であって前記送信装置によっ
て送信された光信号を受信する受信装置と、を備えた光通信システムであって、前記送信
装置は、一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と、各基端にそれ
ぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝送部と、前記第
１の光伝送部で伝送された光信号を分割可能であり、分割した光信号を前記第２の光伝送
部の少なくともいずれか一つの光伝送路に入力する分割部と、を備え、前記受信装置は、
前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に設けられた複数
の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の光伝
送部と、前記第３の光伝送部が伝送した光信号を結合可能である結合部と、一つの光伝送
路から成り、前記結合部から入力された光信号を伝送する第４の光伝送部と、前記第４の
光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに前記送信側光接続部と前記受信側
光接続部との接続状態の異常の有無を検出する異常検出部と、を備えることを特徴とする
。
【０００８】
　また、本発明にかかる光通信システムは、前記分割部は、前記第１の光伝送部で伝送さ
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れた第１の光信号を分割して、前記第２の光伝送部の各光伝送路に分割光信号を入力し、
前記第３の光伝送部の各光伝送路は、それぞれ対応する前記送信側光接続部および前記受
信側光接続部を介して入力された各分割光信号を伝送し、前記結合部は、前記第３の光伝
送部の各光伝送路が伝送した各分割光信号を一つに結合して、結合した第２の光信号を前
記第４の光伝送部に入力し、前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によって伝送された
第２の光信号の光量が、光信号の一定の伝送品質を保持できる第１の光量を下回る場合に
、前記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態が異常であることを検出するこ
とを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる光通信システムは、前記異常検出部は、前記第２の光信号の光量
が、前記第１の光量よりも高い第２の光量を下回る場合に、前記送信側光接続部と前記受
信側光接続部との接続状態が異常となるおそれがあることを検出することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる光通信システムは、前記分割部は、前記第２の光伝送部のうちの
少なくとも一つの光伝送路を選択し、該選択した光伝送路を前記第１の光伝送部に接続す
る第１の光スイッチであり、前記結合部は、前記第３の光伝送部のうち、前記第２の光伝
送部において前記第１の光スイッチが選択した光伝送路の前記送信側光接続部と接続する
前記受信側光接続部が設けられた光伝送路を選択し、該選択した光伝送路を前記第４の光
伝送部に接続する第２の光スイッチであり、前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によ
って伝送された光信号の光量が、光信号の一定の伝送品質を保持できる第１の光量を下回
る場合には、前記第２の光伝送部における前記第１の光スイッチが選択した光伝送路の前
記送信側光接続部と、前記第３の光伝送部における前記第２の光スイッチが選択した光伝
送路の前記受信側光接続部と、の接続状態が異常であることを検出することを特徴とする
。
【００１１】
　また、本発明にかかる光通信システムは、前記第１の光スイッチおよび前記第２の光ス
イッチを制御して、前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチがそれぞれ接続す
る光伝送路の切り替えを制御するスイッチ制御部をさらに備え、前記異常検出部は、前記
スイッチ制御部による、前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチの切り替え制
御に応じて、前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチによって選択されている
光伝送路に対応した前記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無
を検出し、前記スイッチ制御部は、前記異常検出部によって接続状態の異常が検出されな
い前記送信側光接続部と前記受信側光接続部とに対応する光伝送路を選択するように前記
第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチを制御することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる光通信システムは、前記受信装置は、前記第４の光伝送部によっ
て伝送された光信号を、該光信号における光量情報を含む電気信号に変換する電気信号変
換部をさらに備え、前記異常検出部は、前記電気信号変換部によって変換された電気信号
に含まれる前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに、前記送信
側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無を検出することを特徴とする
。
【００１３】
　また、本発明にかかる光通信システムは、前記異常検出部による検出結果を出力する出
力部をさらに備えたことを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、被検体内に挿入されて前記被検体内を撮像す
る内視鏡装置と、前記内視鏡装置が脱着可能に装着される処理装置とを備えた内視鏡シス
テムであって、前記内視鏡装置は、行列状に配置する複数の画素を有し、光が照射された
被写体からの光を光電変換して画像信号を生成する撮像部と、前記画像信号を光信号に変
換する光信号変換部と、一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と
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、各基端にそれぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝
送部と、前記第１の光伝送部で伝送された光信号を分割可能であり、分割した光信号を前
記第２の光伝送部の少なくともいずれか一つの光伝送路に入力する分割部と、を備え、前
記処理装置は、前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に
設けられた複数の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送
する第３の光伝送部と、前記第３の光伝送部が伝送した光信号を結合可能である結合部と
、一つの光伝送路から成り、前記結合部から入力された光信号を伝送する第４の光伝送部
と、前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに前記送信側光接続
部と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無を検出する異常検出部と、前記第４の
光伝送部によって伝送された前記光信号をもとに前記画像信号を処理する画像処理部と、
を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、送信側に、単数の第１の光伝送部と、各基端にそれぞれ送信側光接続
部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝送部と、第１の光伝送部で伝送さ
れた光信号を分割可能であり、分割した光信号を第２の光伝送部の少なくともいずれか一
つの光伝送路に入力する分割部と、を備え、受信側に、受信側光接続部が各先端に設けら
れた複数の光伝送路で構成され、受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の
光伝送部と、第３の光伝送部が伝送した光信号を結合可能である結合部と、結合部から入
力された光信号を伝送する単数の第４の光伝送部と、第４の光伝送部によって伝送された
光信号の光量情報をもとに送信側光接続部と受信側光接続部との接続状態の異常の有無を
検出する異常検出部と、を備えることによって、光伝送路における接続部の異常の有無を
検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示す模式図
である。
【図２】図２は、図１に示す内視鏡システムの構成を模式的に示すブロック図である。
【図３】図３は、図２のフィルタから出力される電気信号の強度と結合部から出力された
光信号の光量との関係を示す図である。
【図４】図４は、図２のフィルタから出力される電気信号の強度と結合部から出力された
光信号の光量との関係を示す図である。
【図５】図５は、実施の形態２にかかる内視鏡システムの構成を模式的に示すブロック図
である。
【図６】図６は、図５に示す判断部が求めた各ルートの伝送率を示すテーブルの一例を示
す図である。
【図７】図７は、実施の形態３にかかる光通信システムの構成を模式的に示すブロック図
である。
【図８】図８は、実施の形態３にかかる光通信システムの他の構成を模式的に示すブロッ
ク図である。
【図９】図９は、他の実施の形態における送信側の光接続部と受信側の光接続部との他の
例を示す図である。
【図１０】図１０は、他の実施の形態における送信側の光接続部と受信側の光接続部との
他の例を示す図である。
【図１１】図１１は、他の実施の形態における送信側の光接続部と受信側の光接続部との
他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下の説明では、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として
、内視鏡システムについて説明する。また、この実施の形態により、この発明が限定され



(7) JP WO2016/035363 A1 2016.3.10

10

20

30

40

50

るものではない。さらに、図面の記載において、同一部分には同一の符号を付している。
【００１８】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示す模式図である
。図１に示すように、本実施の形態にかかる内視鏡システム１は、被検体内に導入され、
被検体の体内を撮像して被検体内の画像信号を生成する内視鏡２（スコープ）と、内視鏡
２が撮像した画像信号に所定の画像処理を施すとともに内視鏡システム１の各部を制御す
る処理装置３と、内視鏡２の照明光を生成する光源装置４と、処理装置３による画像処理
後の画像信号を画像表示する表示装置５と、を備える。
【００１９】
　内視鏡２は、被検体内に挿入される挿入部２１と、挿入部２１の基端部側であって術者
が把持する操作部２２と、操作部２２より延伸する可撓性のユニバーサルコード２３と、
を備える。
【００２０】
　挿入部２１は、照明ファイバ（ライトガイドケーブル）、電気ケーブルおよび光ケーブ
ル（光伝送路）等を用いて実現される。挿入部２１は、被検体内を撮像する撮像素子を内
蔵した撮像部を有する先端部２１ａと、複数の湾曲駒によって構成された湾曲自在な湾曲
部２１ｂと、湾曲部２１ｂの基端部側に設けられた可撓性を有する可撓管部２１ｃと、を
有する。先端部２１ａには、照明レンズを介して被検体内を照明する照明光が出射する照
明窓、被検体内を撮像する観察窓、処理具用チャンネルを連通する開口部２１ｄおよび送
気・送水用ノズル（図示せず）が設けられている。
【００２１】
　操作部２２は、湾曲部２１ｂを上下方向および左右方向に湾曲させる湾曲ノブ２２ａと
、被検体の体腔内に生体鉗子、レーザメス等の処置具が挿入される処置具挿入部２２ｂと
、処理装置３、光源装置４、送気装置、送水装置および送ガス装置等の周辺機器の操作を
行う複数のスイッチ部２２ｃと、を有する。処置具挿入部２２ｂから挿入された処置具は
、内部に設けられた処置具用チャンネルを経て挿入部２１先端の開口部２１ｄから表出す
る。
【００２２】
　ユニバーサルコード２３は、照明ファイバ、電気ケーブルおよび光ケーブル等を用いて
構成される。ユニバーサルコード２３は、基端で分岐しており、分岐した一方の端部がコ
ネクタ２３ａであり、他方の端部がコネクタ２３ｂである。コネクタ２３ａは、処理装置
３のコネクタ３０に対して着脱自在である。コネクタ２３ｂは、光源装置４に対して着脱
自在である。ユニバーサルコード２３は、光源装置４から出射された照明光を、コネクタ
２３ｂ、操作部２２および可撓管部２１ｃを介して先端部２１ａに伝播する。ユニバーサ
ルコード２３は、先端部２１ａに備わる撮像部が撮像した画像信号を、処理装置３に伝送
する。
【００２３】
　処理装置３は、内視鏡２の先端部２１ａの撮像部が撮像した被検体内の画像信号に対し
て、所定の画像処理を施す。処理装置３は、ユニバーサルコード２３を介して内視鏡２の
操作部２２におけるスイッチ部２２ｃから送信された各種の指示信号に基づいて、内視鏡
システム１の各部を制御する。
【００２４】
　光源装置４は、光を発する光源や、集光レンズ等を用いて構成される。光源装置４は、
処理装置３の制御のもと、光源から光を発し、コネクタ２３ｂおよびユニバーサルコード
２３の照明ファイバを介して接続された内視鏡２へ、被写体である被検体内に対する照明
光として供給する。
【００２５】
　表示装置５は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）を用いた表示ディスプ
レイ等を用いて構成される。表示装置５は、映像ケーブル５１を介して処理装置３によっ



(8) JP WO2016/035363 A1 2016.3.10

10

20

30

40

50

て所定の画像処理が施された画像を含む各種情報を表示する。これにより、術者は、表示
装置５が表示する画像（体内画像）を見ながら内視鏡２を操作することにより、被検体内
の所望の位置の観察および性状を判定することができる。
【００２６】
　つぎに、図１で説明した内視鏡２、処理装置３および光源装置４の構成について説明す
る。図２は、内視鏡システム１の構成を模式的に示すブロック図である。
【００２７】
　内視鏡２は、先端部２１ａに、撮像部２４、光送信部２５（光信号変換部）、および、
制御部２６を有する。また、先端部２１ａには、光源装置４から、コネクタ２３ｂを経由
して、延伸するライトガイドケーブル２３ｃの先端が位置する。ライトガイドケーブル２
３ｃの先端には、照明レンズ２１ｅが設けられる。光源装置４から発せられた光は、ライ
トガイドケーブル２３ｃを介して、挿入部２１の先端部２１ａの照明窓２１ｆから被写体
に照明される。
【００２８】
　撮像部２４は、光学系２４ａと、受光部２４ｂと、読み出し部２４ｃと、アナログフロ
ントエンド（ＡＦＥ）部２４ｄとを有する。撮像部２４は、例えば、ＣＣＤ撮像素子ある
いはＣＭＯＳ撮像素子を備える。
【００２９】
　光学系２４ａは、一または複数のレンズを用いて構成され、画角を変化させる光学ズー
ム機能および焦点を変化させるフォーカス機能を有する。
【００３０】
　受光部２４ｂは、受光面に、光が照射された被写体からの光を受光し、受光した光を光
電変換して画像信号を生成する複数の画素が行列状に配置される。受光部２４ｂの受光面
側には、光学系２４ａが配置される。
【００３１】
　読み出し部２４ｃは、受光部２４ｂの複数の画素が生成した画像信号を読み出す。読み
出し部２４ｃが読み出した画像信号は、電気信号（アナログ）である。
【００３２】
　ＡＦＥ部２４ｄは、読み出し部２４ｃが読み出した画像信号の電気信号に対して、ノイ
ズ除去や、Ａ／Ｄ変換などを行う。ＡＦＥ部２４ｄは、電気信号（アナログ）に含まれる
ノイズ成分の低減、出力レベルの維持のための電気信号の増幅率（ゲイン）の調整、およ
び、アナログの電気信号のＡ／Ｄ変換を行う。撮像部２４が生成した画像信号は、光送信
部２５、光ケーブル２７（第１の光伝送部）、および、コネクタ２３ａを介して、処理装
置３に出力される。
【００３３】
　光送信部２５は、ＡＦＥ部２４ｄが出力した画像信号の電気信号（デジタル）を、光信
号に変換して、該変換した光信号を光ケーブル２７に出力する。光送信部２５は、レーザ
ダイオード（ＬＤ）２５ｂに電流を供給することによってＬＤ２５ｂの駆動を制御するＬ
Ｄドライバ２５ａと、ＡＦＥ部２４ｄが出力した画像信号の電気信号を光信号（レーザ光
）に変換するＬＤ２５ｂと、を有する。
【００３４】
　制御部２６は、処理装置３から受信した制御信号にしたがって、撮像部２４、および、
光送信部２５の動作を制御する。
【００３５】
　光ケーブル２７は、一つの光伝送路から成り、ＬＤ２５ｂが変換した画像信号の光信号
Ｌａを、後述するコネクタ部２３ａにおける分割部２８に伝送する。
【００３６】
　内視鏡２は、コネクタ２３ａに、分割部２８、複数の光ケーブルで構成される光ケーブ
ル２７ａ～２７ｃ（第２の光伝送部）、および、光接続部２９ａ～２９ｃ（送信側光接続
部）を有する。
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【００３７】
　分割部２８は、光ケーブル２７によって伝送された画像信号の光信号Ｌａ（第１の光信
号）を、三分割し、分割した各分割光信号を、光ケーブル２７ａ～２７ｃにそれぞれ入力
する。光ケーブル２７ａ～２７ｃは、分割部２８によってそれぞれ分割された分割光信号
を、伝送する。光接続部２９ａ～２９ｃは、各光ケーブル２７ａ～２７ｃの出力側端部で
ある基端に設けられており、外部部材である処理装置３側のそれぞれ対応する光接続部３
１ａ～３１ｃと分離可能に接続する。各光接続部２９ａ～２９ｃは、それぞれ対応する各
光ケーブル２７ａ～２７ｃの光ファイバ端面と接続するＧＲＩＮレンズと、このＧＲＩＮ
レンズ表面を覆うカバーガラスとを有する。
【００３８】
　次に、処理装置３について説明する。処理装置３は、コネクタ３０、光ケーブル３２、
光受信部３４、異常検出部３５、制御部３６、画像処理部３７ａ、表示制御部３７ｂ、入
力部３８、および、記憶部３９を有する。
【００３９】
　コネクタ３０は、光接続部３１ａ～３１ｃ（受信側光接続部）と、複数の光ケーブルで
構成された光ケーブル３２ａ～３２ｃ（第３の光伝送部）と、結合部３３とを有する。
【００４０】
　光接続部３１ａ～３１ｃは、それぞれ対応する光ケーブル３２ａ～３２ｃの入力側端部
である先端に設けられ、外部部材である内視鏡２のコネクタ部２３ａにおける光接続部２
９ａ～２９ｃと分離可能に接続する。各光接続部３１ａ～３１ｃは、後述する光ケーブル
３２ａ～３２ｃの光ファイバ端面と接続するＧＲＩＮレンズと、このＧＲＩＮレンズ表面
を覆うカバーガラスとを有する。光接続部３１ａと内視鏡２側の光接続部２９ａとは、互
いの接続面同士が接触することによって、光ケーブル２７ａと光ケーブル３２ａとを接続
する。光接続部３１ｂと光接続部２９ｂとは、互いの接続面同士が接触することによって
、光ケーブル２７ｂと光ケーブル３２ｂとを接続する。光接続部３１ｃと光接続部２９ｃ
とは、互いの接続面同士が接触することによって、光ケーブル２７ｃと光ケーブル３２ｃ
とを接続する。
【００４１】
　光ケーブル３２ａ～３２ｃは、それぞれ対応する光接続部３１ａ～３１ｃに入力された
光信号を伝送する。分割部２８において分割された分割光信号のうちの一つは、内視鏡２
の光ケーブル２７ａ、光接続部２９ａ、該光接続部２９ａと接続した光接続部３１ａ、お
よび、光ケーブル３２ａを経由するルートＲ１で、後述する結合部３３に入力される。分
割部２８において分割された分割光信号のうちの他の一つは、光ケーブル２７ｂ、光接続
部２９ｂ、光接続部３１ｂ、および、光ケーブル３２ｂを経由するルートＲ２で、結合部
３３に入力される。分割部２８において分割された分割光信号の残りの一つは、光ケーブ
ル２７ｃ、光接続部２９ｃ、光接続部３１ｃ、および、光ケーブル３２ｃを経由するルー
トＲ３で、結合部３３に入力される。
【００４２】
　結合部３３は、光ケーブル３２ａ～３２ｃが伝送した三つの分割光信号を一つの光信号
に結合して、結合した光信号Ｌｂ（第２の光信号）を、光ケーブル３２（第４の光伝送部
）に入力する。光ケーブル３２は、一つの光ケーブルから成り、結合部３３から入力され
た光信号Ｌｂを伝送し、光受信部３４に入力する。
【００４３】
　光受信部３４は、光ケーブル３２によって伝送された光信号Ｌｂを受信し、該受信した
光信号Ｌｂを、該光信号Ｌｂの光量情報を含む電気信号に変換して、画像処理部３７ａお
よび異常検出部３５に出力する。この変換後の電気信号は、光ケーブル３２によって伝送
された光信号Ｌｂの光量情報を含む電気信号である。
【００４４】
　光受信部３４は、光信号Ｌｂを受信して該受信した光信号Ｌｂの光量に応じた強度の電
気信号に変換するＰＤ３４ａと、ＰＤ３４ａが出力した電気信号を電流電圧変換するトラ
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ンスインピーダンスアンプ（ＴＩＡ）３４ｂと、を備える。
【００４５】
　異常検出部３５は、光ケーブル３２によって伝送された光信号Ｌｂの光量情報をもとに
、光接続部２９ａ～２９ｃと、光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常の有無を検出
する。異常検出部３５は、ＴＩＡ３４ｂから出力された電気信号を増幅する増幅器３５ａ
と、ＤＣ成分を除去するフィルタ３５ｂと、フィルタ３５ｂから出力された電気信号Ｅｂ
をもとに光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常の有無を
判断する判断部３５ｃとを備える。電気信号Ｅｂは、光信号Ｌｂにおける光量情報を含む
電気信号である。
【００４６】
　判断部３５ｃは、光ケーブル３２によって伝送された光信号Ｌｂの光量が、光信号の一
定の伝送品質（内視鏡システムにおいて、観察、診断、手技が可能な画像を処理装置３側
で取得可能である品質）を保持できる光量（第１の光量）を下回る場合に、光接続部２９
ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態が異常であると判断する。判断部３５
ｃは、光受信部３４によって変換された後に増幅器３５ａおよびフィルタ３５ｂから出力
された電気信号Ｅｂに含まれる光信号Ｌｂの光量情報をもとに、光接続部２９ａ～２９ｃ
と光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常の有無を判断する。異常検出部３５は、検
出結果を制御部３６に出力する。
【００４７】
　制御部３６は、ＣＰＵ等を用いて実現される。制御部３６は、処理装置３の各部の処理
動作を制御する。制御部３６は、処理装置３の各構成に対する指示情報やデータの転送等
を行うことによって、処理装置３の動作を制御する。制御部３６は、各ケーブルを介して
内視鏡２の制御部２６および光源装置４の各構成部位に接続されており、撮像部２４、光
送信部２５、制御部２６および光源装置４の動作についても制御を行う。
【００４８】
　画像処理部３７ａは、制御部３６の制御のもと、光受信部３４から出力された画像信号
（電気信号）、すなわち、撮像部２４によって生成された画像信号に対し、所定の信号処
理を行う。画像処理部３７ａは、この画像信号に対して、オプティカルブラック減算処理
、ゲイン調整処理、画像信号の同時化処理、ガンマ補正処理、ホワイトバランス（ＷＢ）
調整処理、カラーマトリクス演算処理、色再現処理およびエッジ強調処理等を含む各種画
像処理を行う。
【００４９】
　表示制御部３７ｂは、画像処理部３７ａが処理した画像信号から、表示装置５に表示さ
せるための表示用画像信号を生成する。表示装置５に出力される表示用画像信号は、例え
ば、ＳＤＩ，ＤＶＩ，ＨＤＭＩ（登録商標）形式等のデジタル信号である。また、異常検
出部３５が光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常を検出
した場合には、表示制御部３７ｂは、制御部３６の制御のもと、光接続部２９ａ～２９ｃ
と光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態が異常である旨を示す異常情報を、表示装置５に
表示出力させる。
【００５０】
　入力部３８は、マウス、キーボードおよびタッチパネル等の操作デバイスを用いて実現
され、内視鏡システム１の各種指示情報の入力を受け付ける。具体的には、入力部３８は
、被検体情報（例えばＩＤ、生年月日、名前等）、内視鏡２の識別情報（例えばＩＤや検
査対応項目）および検査内容等の各種指示情報の入力を受け付ける。
【００５１】
　記憶部３９は、揮発性メモリや不揮発性メモリを用いて実現され、処理装置３および光
源装置４を動作させるための各種プログラムを記憶する。記憶部３９は、処理装置３の処
理中の情報を一時的に記録する。記憶部３９は、撮像部２４によって撮像された画像信号
、および、画像処理部３７ａによって画像処理が行われた画像信号を記憶する。記憶部３
９は、処理装置３の外部から装着されるメモリカード等を用いて構成されてもよい。
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【００５２】
　次に、光源装置４について説明する。光源装置４は、光源部４１と、光源制御部４２と
、光源ドライバ４３とを備える。
【００５３】
　光源部４１は、例えば、白色光ＬＥＤ等で構成される白色光光源と、集光レンズなどの
光学系とを用いて構成される。
【００５４】
　光源制御部４２は、処理装置３の制御部３６による制御に基づき、光源ドライバ４３に
よる電力供給を制御して光源部４１の発光動作を制御する。
【００５５】
　光源ドライバ４３は、光源制御部４２の制御のもと、光源部４１に所定の電力を供給す
る。これにより、光源部４１から発せられた光は、コネクタ２３ｂおよびユニバーサルコ
ード２３内のライトガイドケーブル２３ｃを介して挿入部２１の先端部２１ａの照明窓２
１ｆから被写体に照明される。なお、照明窓２１ｆ近傍には、撮像部２４が配置される。
【００５６】
　次に、判断部３５ｃによる光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続
状態に対する判断処理について説明する。判断部３５ｃにおける判断の基となる光信号Ｌ
ｂは、内視鏡２側の分割部２８で三つに分割された光信号が、それぞれ三つのルートＲ１
～Ｒ３で伝送され、伝送された三つの分割光信号が、処理装置３側の結合部３３で一つに
結合された光信号である。この三つのルートＲ１～Ｒ３は、光ケーブル２７ａ～２７ｃ、
光接続部２９ａ～２９ｃ、光接続部３１ａ～３１ｃおよび光ケーブル３２ａ～３２ｃによ
って構成される。また、電気信号Ｅｂは、この光信号Ｌｂを光電変換した信号である。
【００５７】
　図３は、電気信号Ｅｂの強度Ｓと光信号Ｌｂの光量Ｑとの関係を示す図である。図３に
示すように、電気信号Ｅｂの強度Ｓと光信号Ｌｂの光量Ｑとは、例えば、直線Ｃで示され
る比例関係を有する。この直線Ｃは、ＰＤ３４ａ、ＴＩＡ３４ｂ、増幅器３５ａおよびフ
ィルタ３５ｂにおける各種係数を反映させたものである。したがって、光信号Ｌｂの光量
Ｑが低下すると、これにともない、フィルタ３５ｂから出力された電気信号Ｅｂの強度Ｓ
も低下するという関係を有する。
【００５８】
　光接続部２９ａ～２９ｃおよび光接続部３１ａ～３１ｃの接続面における汚れや曇り、
角度ずれなどによって、光接続部２９ａ～２９ｃおよび光接続部３１ａ～３１ｃのいずれ
かにおいて接続状態に異常が起こると、接続状態に異常が起こった光接続部を経由するル
ートでは、伝送される光信号の光量が減衰して伝送不良が発生する。そして、異常が発生
したルートが増えると、ルートＲ１～Ｒ３全体で伝送される光信号を結合した光信号Ｌｂ
の光量Ｑも減衰していき、光信号Ｌｂの光量Ｑが所定の光量Ｑｔを下回ると、光信号の伝
送品質を一定に保持ができない状態になってしまう。このため、フィルタ３５ｂから出力
された電気信号Ｅｂの強度Ｓが、光量Ｑｔに対応する強度Ｓｔを下回る場合は、光接続部
の接続面の光が通る部分の汚れや曇り、光接続部での光の進路に対する角度ずれなどによ
って、光接続部２９ａ～２９ｃおよび光接続部３１ａ～３１ｃのいずれかにおいて、接続
状態に異常が起こり、光信号の一定の伝送品質の保持ができない状態であるといえる。
【００５９】
　したがって、判断部３５ｃは、フィルタ３５ｂから出力された電気信号Ｅｂの強度Ｓが
、光信号の一定の伝送品質を保持できる強度Ｓｔを下回る場合に、光接続部２９ａ～２９
ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態が異常であると判断する。この判断対象となる
強度Ｓｔは、予め記憶部３９等に保持されており、判断部３５ｃは、記憶部３９等に保持
された強度Ｓｔを参照して、参照した強度Ｓｔと、フィルタ３５ｂから入力された電気信
号Ｅｂの強度Ｓとを比較し、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続
状態の異常の有無を判断する。判断部３５ｃは、フィルタ３５ｂから入力された電気信号
Ｅｂの強度Ｓが強度Ｓｔを下回る場合には、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～
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３１ｃとの接続状態のいずれかが異常であると判断する。
【００６０】
　この異常検出部３５における判断結果を受けて、表示制御部３７ｂは、制御部３６の制
御のもと、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態が異常である
旨を示す警告メニューを、表示装置５に表示出力させる（図３の矢印Ｙｃ参照）。例えば
、警告メニューには、光接続部の接続状態が異常である旨以外にも、コネクタ２３ａ，３
０の接続面の汚れ等を除去するためのクリーニングが必要である旨も表示することによっ
て、ユーザに接続面のクリーニングを促す。内視鏡システム１のユーザは、表示装置５に
表示された警告メニューを確認することによって、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３
１ａ～３１ｃとの接続異常を迅速に認識でき、光接続部２９ａ～２９ｃ、光接続部３１ａ
～３１ｃの各接続面のクリーニング等を行うことによって、光信号の伝送不良を早期に解
決できる。
【００６１】
　また、判断部３５ｃは、フィルタ３５ｂから出力された電気信号Ｅｂの強度Ｓが、光信
号の一定の伝送品質を保持できる強度Ｓｔ以上である場合には、光接続部２９ａ～２９ｃ
と光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態は正常であると判断する。この場合には、制御部
３６は、表示装置５に、光接続部２９ａ～２９ｃおよび光接続部３１ａ～３１ｃの接続状
態は、正常で光信号の一定の伝送品質を保持でき、内視鏡検査の開始および継続が可能で
あることを示す正常メニュー等の表示を行わせる。
【００６２】
　このように、実施の形態１においては、内視鏡２側の分割部２８で光信号を三つに分割
した分割光信号を、それぞれ三つのルートＲ１～Ｒ３で伝送し、伝送された三つの分割光
信号を処理装置３側の結合部３３で一つに結合した光信号Ｌｂを基に、ルートＲ１～Ｒ３
を構成する光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常の有無
を検出することによって、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状
態の異常の有無を自動的に検出して、光信号の伝送不良の早期解決を実現することができ
る。
【００６３】
　例えば、内視鏡システム１では、使用前点検において、異常検出部３５が異常検出処理
を行い光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常の有無を確
認することによって、光伝送の信頼性を確保した状態で内視鏡２の使用を開始できる。も
ちろん、内視鏡システム１では、使用中においても、異常検出部３５が異常検出処理を随
時実行することによって、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状
態を監視してもよい。また、内視鏡システム１の使用中において光信号の伝送不良が生じ
た場合に、異常検出部３５が異常検出処理を実行することによって、光信号の伝送不良が
、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとにおける接続面の汚れ等に起因す
るものか、あるいは、それ以外の構成部位に起因するものであるかを判別することも可能
である。
【００６４】
　また、実施の形態１においては、複数のルートＲ１～Ｒ３に分割して光信号を伝送して
いるため、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの一部に接続異常があっ
た場合でも、他のルートでの光信号の伝送が可能である。例えば、図２の例では、光信号
を三つのルートに分散させて伝送している。図２の例において、ルートＲ１～Ｒ３のいず
れか一つに異常があった場合であっても、受信側である処理装置３に伝送される光信号の
光量は３分の２となるのみで光信号の光量の大幅な損失は抑制できるため、光接点部のク
リーニングをしなくても光信号の伝送が可能となり、リスク分散を図ることができる。
【００６５】
　なお、判断部３５ｃは、電気信号Ｅｂの強度Ｓを、光信号の一定の伝送品質の保持が可
能である光信号の光量Ｑｔに対応する電気信号の強度Ｓｔと比較した場合について説明し
たが、もちろんこれに限らない。図４は、判断部３５ｃにおける異常判断処理を説明する
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ための図であり、電気信号Ｅｂの強度Ｓと光信号Ｌｂの光量Ｑとの関係を示す図である。
図４に示すように、判断部３５ｃは、光量Ｑｔよりも高い光量であって、光信号の伝送品
質の低下に対して注意を要する光量Ｑｃ（第２の光量：内視鏡システム１において、観察
、診断、手技が可能であるが、ノイズが発生している画像の光量に対応する）に対しても
判断を行い、光ケーブル３２が伝送した光信号Ｌｂの光量Ｑが、この光量Ｑｃを下回る場
合に、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態が異常となるおそ
れがあると判断する。
【００６６】
　具体的には、判断部３５ｃは、電気信号Ｅｂの強度Ｓが、光信号Ｌｂの光量Ｑｃに対応
する強度Ｓｃを下回る場合に、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接
続状態が異常となるおそれがあると判断する。そして、この判断結果を受けて、表示制御
部３７ｂは、制御部３６の制御のもと、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１
ｃとの接続状態が異常となるおそれがある旨を示す注意メニューを表示装置５に表示出力
させる（図４の矢印Ｙｄ参照）。これによって、操作者は、接続状態が異常となるおそれ
を認識し、光接続部の接続状態に留意しながら検査等を行うことによって、接続状態に異
常が発生した場合にも迅速に対応することができる。また、警告メニューや注意メニュー
には、警告や注意とともに、実際の減衰率も併せて表示してもよい。
【００６７】
（実施の形態２）
　次に、実施の形態２について説明する。図５は、実施の形態２にかかる内視鏡システム
の構成を模式的に示すブロック図である。
【００６８】
　図５に示すように、実施の形態２にかかる内視鏡システム２０１は、図２の内視鏡２に
代えて内視鏡２０２を有し、処理装置３に代えて処理装置２０３を有する。
【００６９】
　内視鏡２０２は、分割部２８に代えて光スイッチ２２８を有するコネクタ２２３ａを備
える。光スイッチ２２８は、後述する処理装置２０３の制御部２３６の制御によって、三
つの光ケーブル２７ａ～２７ｃのうちの少なくとも一つの光ケーブルを選択し、該選択し
た光ケーブルを光ケーブル２７に接続する。
【００７０】
　処理装置２０３は、結合部３３に代えて光スイッチ２３３を有するコネクタ２３０と、
異常検出部２３５と、制御部２３６（スイッチ制御部）とを有する。
【００７１】
　光スイッチ２３３は、後述する制御部２３６の制御によって、三つの光ケーブル３２ａ
～３２ｃのうち、内視鏡２０２における光ケーブル２７ａ～２７ｃにおいて光スイッチ２
２８が選択した光ケーブルの光接続部２９ａ～２９ｃと接続する光接続部３１ａ～３１ｃ
が設けられた光ケーブルを選択し、該選択した光ケーブルを光ケーブル３２に接続する。
【００７２】
　異常検出部２３５は、光ケーブル３２によって伝送された光信号の光量が、光信号の一
定の伝送品質（内視鏡システム２０１において、観察、診断、手技が可能な処理装置２０
３側で取得可能である品質）を保持できる所定の閾値（第１の光量）を下回る場合には、
光ケーブル２７ａ～２７ｃのうち光スイッチ２２８が選択した光ケーブル基端の光接続部
２９ａ～２９ｃと、光ケーブル３２ａ～３２ｃのうちの光スイッチ２３３が選択した光ケ
ーブル先端の光接続部３１ａ～３１ｃと、の接続状態が異常であることを検出する。異常
検出部２３５は、図２の判断部３５ｃに代えて、判断部２３５ｃを有する。フィルタ３５
ｂから出力された電気信号は、光ケーブル３２によって伝送された光信号における光量情
報を含む電気信号である。このため、判断部２３５ｃは、フィルタ３５ｂから出力された
電気信号の強度が、前述した光量の閾値に対応する強度を下回る場合には、光ケーブル２
７ａ～２７ｃのうちの光スイッチ２２８が選択した光ケーブル基端の光接続部２９ａ～２
９ｃと、光ケーブル３２ａ～３２ｃのうちの光スイッチ２３３が選択した光ケーブル先端
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の光接続部３１ａ～３１ｃと、の接続状態が異常であると判断する。
【００７３】
　制御部２３６は、制御部３６と同様の機能を有するとともに、光スイッチ２２８および
光スイッチ２３３を制御して、光スイッチ２２８および光スイッチ２３３がそれぞれ接続
する光ケーブルの切り替えを制御する。異常検出部２３５は、制御部２３６による、光ス
イッチ２２８および光スイッチ２３３の切り替え制御に応じて、光スイッチ２２８および
光スイッチ２３３によって選択されているルートＲ１～Ｒ３に対応した光接続部２９ａ～
２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの接続状態の異常の有無を検出する。制御部２３６は
、ルートＲ１～Ｒ３のうち、異常検出部２３５によって接続状態の異常が検出されない光
接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとに対応するルートを選択するように光
スイッチ２２８および光スイッチ２３３を制御する。
【００７４】
　次に、判断部２３５ｃにおける光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３１ｃとの
接続状態に対する判断処理の一例について説明する。判断部２３５ｃは、ルートＲ１～Ｒ
３ごとに、各ルートＲ１～Ｒ３で伝送される光信号の光量を順次取得し、内視鏡２０２の
光送信部２５から出力された光信号の光量と比較することによって、光信号の伝送率を取
得する。そして、判断部２３５ｃは、内視鏡２０２の光送信部２５から出力された光信号
の光量と、前述した光信号の光量の閾値とをもとに、伝送率の閾値を求め、取得した各伝
送率が、一定の伝送品質を保持できる伝送率の閾値を下回る場合には、光接続部の接続異
常等によって光信号の光量が減衰しており、伝送品質の保持が難しいものと判断する。判
断部２３５ｃは、実際には、フィルタ３５ｂから出力された電気信号の強度をもとに光信
号の伝送率を求める。
【００７５】
　まず、ルートＲ１の光信号の伝送率を求める場合について説明する。この場合、制御部
２３６は、光スイッチ２２８に対して、光ケーブル２７ａを選択させて、光ケーブル２７
と接続させる。そして、制御部２３６は、光スイッチ２３３に対して、光ケーブル３２ａ
を選択させて、光ケーブル３２と接続させる。判断部２３５ｃは、フィルタ３５ｂから出
力された電気信号の強度と、内視鏡２０２の光送信部２５から出力された光信号の光量に
対応する電気信号の強度とを基に、ルートＲ１における光信号の伝送率を求める。続いて
、ルートＲ２の光信号の伝送率を求める場合には、制御部２３６は、光スイッチ２２８に
光ケーブル２７ｂを光ケーブル２７に接続させ、光スイッチ２３３に光ケーブル３２ｂを
光ケーブル３２に接続させ、判断部２３５ｃは、フィルタ３５ｂから出力された電気信号
の強度を基に、ルートＲ２における光信号の伝送率を求める。さらに、ルートＲ３の光信
号の伝送率を求める場合には、制御部２３６は、光スイッチ２２８に光ケーブル２７ｃを
光ケーブル２７に接続させ、光スイッチ２３３に光ケーブル３２ｃを光ケーブル３２に接
続させ、判断部２３５ｃは、フィルタ３５ｂから出力された電気信号の強度を基にルート
Ｒ３における光信号の伝送率を求める。
【００７６】
　この結果、各ルートＲ１～Ｒ３における光信号の伝送率が、例えば、図６のテーブルＴ
のように求められる。この場合における、制御部２３６による伝送ルート選択制御につい
て説明する。図６に示すように、判断部２３５ｃは、ルートＲ１～Ｒ３のうちのルートＲ
１では伝送率が１００％であり、ルートＲ２では伝送率が９８％であり、所定の伝送率の
閾値（例えば５０％）を超えているため、光接続部に異常はないと判断する。これに対し
、判断部２３５ｃは、ルートＲ３では、伝送率が３０％と低く、所定の伝送率の閾値を大
きく下回っているため、光接続部の接続異常等があるものと判断する。この判断部２３５
ｃによる判断結果をもとに、制御部２３６は、光信号の伝送品質を確実に保持するために
、伝送率が高いルートＲ１，Ｒ２を選択する。したがって、制御部２３６は、光スイッチ
２２８に光ケーブル２７ａ，２７ｂの双方を光ケーブル２７に接続させ、光スイッチ２３
３に光ケーブル３２ａ，３２ｂの双方を光ケーブル３２に接続させ、ルートＲ１，Ｒ２を
用いて、内視鏡検査を行う。制御部２３６は、もちろん単数のルートを選択してもよく、
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図６の例では、最も伝送率が高いルートＲ１を選択して、内視鏡検査を行ってもよい。
【００７７】
　このように、実施の形態２では、複数のルートを設け、光スイッチを制御することによ
って、各ルートで伝送される光信号の光量をそれぞれ取得し、該光量と所定の閾値とを比
較することによって、光伝送路における光接続部の異常の有無を検出することができる。
さらに、実施の形態２によれば、判断部２３５ｃの判断結果をもとに、光量の損失が少な
いルートを選択して光信号の伝送を行うため、光信号の損失を最小限に抑制した光信号の
伝送が可能となる。そして、実施の形態２によれば、一部の光接続部に汚れ等による接続
異常があった場合でも、接続異常がない正常なルートを選択することによって、ユーザが
光接続面のクリーニング等を行わずとも光信号の伝送処理を継続できるため、ユーザによ
るクリーニングの負担を軽減することができる。
【００７８】
　実施の形態２では、実施の形態１と同様に、使用前点検において、制御部２３６の制御
のもと、異常検出部２３５が各ルートＲ１～Ｒ３のそれぞれに対する異常検出処理を行い
、異常が認められないルートを選択することによって、光伝送の信頼性を確保した状態で
内視鏡２０２の使用を開始できる。もちろん、内視鏡システム２０１では、内視鏡検査中
においても、レリーズボタン押圧による静止画像生成処理の間に、異常検出部２３５によ
る異常検出処理の実行も可能である。使用前点検後に光接続部の角度ずれなどが起こる場
合があるが、この場合も、検査中における異常検出部２３５による各ルートＲ１～Ｒ３に
対する異常検出結果をもとに、制御部２３６が光スイッチ２２８，２３３を制御して伝送
率が最も高いルートに変更することで、光信号の正常な伝送処理を継続できる。
【００７９】
　なお、分割部２８および光スイッチ２２８は、光信号の分割あるいは光ケーブルの選択
ができればよいため、図２および図５のように必ずしもコネクタ２３ａ，２２３ａに設け
ずともよく、光接続部２９ａ～２９ｃの前段であれば足りる。また、結合部３３および光
スイッチ２３３は、光信号の結合あるいは光ケーブルの選択ができればよいため、図２お
よび図５のように必ずしもコネクタ３０，２３０に設けずともよく、光接続部３１ａ～３
１ｃの後段であれば足りる。
【００８０】
　また、本実施の形態１，２では、医療用の内視鏡システム１，２０１を例に説明したが
、もちろん、医療用に限らず、工業用の内視鏡システムにも適用可能であり、また、内視
鏡システムに限らず、脱着式の医療機器にも適用可能である。
【００８１】
（実施の形態３）
　次に、実施の形態３について説明する。実施の形態３では、実施の形態１を光通信シス
テムに適用した例について説明する。図７は、実施の形態３にかかる光通信システムの構
成を模式的に示すブロック図である。
【００８２】
　図７に示すように、実施の形態３にかかる光通信システム３０１は、光信号を送信する
送信装置３０２と、送信装置３０２によって送信された光信号を受信する受信装置３０３
と、を備える。送信装置３０２のコネクタ２３ａが、送信装置３０２のコネクタ３０と脱
着可能に接続することによって、送信装置３０２と受信装置３０３とは脱着可能である。
【００８３】
　送信装置３０２は、送信対象の情報を記憶するデータ記憶部３２４と、光送信部２５と
、光ケーブル２７と、コネクタ２３ａと、送信装置３０２の送信処理等に関する各種情報
を出力する出力部３２５と、送信装置３０２の各部の処理動作を制御する制御部３２６と
、送信装置３０２の各種指示情報の入力を受け付ける入力部３２８と、送信装置３０２を
動作させるための各種プログラムを記憶するメモリ３２９と、を備える。
【００８４】
　受信装置３０３は、コネクタ３０と、光受信部３４と、異常検出部３５と、受信装置３
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０３が受信したデータや異常検出部３５による検出結果等の各種情報を出力する出力部３
３５と、受信装置３０３の各部の処理動作を制御する制御部３３６と、受信したデータを
処理するデータ処理部３３７と、受信装置３０３の各種指示情報の入力を受け付ける入力
部３３８と、受信装置３０３を動作させるための各種プログラムや受信したデータ等の各
種データを記憶する記憶部３３９と、を備える。
【００８５】
　異常検出部３５は、実施の形態１と同様に、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ
～３１ｃとの接続状態の異常の有無を検出するため、本実施の形態３の光通信システム３
０１においても、実施の形態１と同様に、光接続部２９ａ～２９ｃと光接続部３１ａ～３
１ｃとの接続状態の異常の有無を自動的に検出して、光信号の伝送不良の早期解決を実現
することができる。
【００８６】
　もちろん、実施の形態２を光通信システムに適用することも可能である。図８は、実施
の形態３にかかる光通信システムの他の構成を模式的に示すブロック図である。図８に示
す光通信システム３０１Ａでは、送信装置３０２Ａは、コネクタ２３ａに代えて、コネク
タ２２３ａを有する。コネクタ２２３ａの光スイッチ２２８は、制御部３２６Ａによって
制御される。また、受信装置３０３Ａは、コネクタ３０および異常検出部３５に代えて、
コネクタ２３０および異常検出部２３５を有する。コネクタ２３０の光スイッチ２３３は
、制御部３３６Ａによって制御される。この光通信システム３０１Ａにおいても、実施の
形態２と同様に、光スイッチ２２８，２３３を制御することによって、各ルートＲ１～Ｒ
３で伝送される光信号の伝送率をそれぞれ取得し、光量の損失が少ないルートを選択して
、光信号の伝送を行うことによって、実施の形態２と同様の効果を奏することが可能にな
る。
【００８７】
（その他の実施の形態）
　実施の形態１～３においては、三つのルートＲ１～Ｒ３に分割して光信号を伝送した例
について説明したが、分割数は三つに限らず、複数であればよく、分割数に応じて、光ケ
ーブルおよび光接続部を設ければ足りる。図９に示すように、例えば、光信号を４本のル
ートＲ１～Ｒ４に分割システムで伝送することもできる。この場合には、ルートＲ４に対
応させて、コネクタ２３ａに、分割部２８から延伸する光ケーブル（不図示）と、光ケー
ブル基端に光接続部２９ｄとを追加し、コネクタ３０に、光接続部３１ｄと、光接続部３
１ｄが先端に設けられ基端が結合部３３に接続する光ケーブル（不図示）とを追加すれば
よい。
【００８８】
　また、実施の形態１～３では、光信号の送信側のコネクタ２３ａの光接続部２９ａ～２
９ｄと、光信号の受信側のコネクタ３０の光接続部３１ａ～３１ｃが、各ルートＲ１～Ｒ
３に応じて、それぞれ１：１に対応している場合を例に説明したが、もちろん、これに限
らない。例えば、図１０に示すように、送信側のコネクタ２３ａと受信側のコネクタ３０
とのそれぞれに、複数の光接続部で構成される光接続部群２９，３１を設け、送信側の一
つの光接続部２９ａから、受信側の複数の光接続部３１ａ，３１ｂに光信号が入力される
構成を取ることも可能である。また、図１１に示すように、送信側の一つの光接続部２９
ａから、拡大光Ｌｈを出力させて、受信側の四つの光接続部３１ａ～３１ｄに光信号が入
力されるようにすることもできる。また、送信側のコネクタ２３ａの四つの光接続部２９
ａ～２９ｄのうち、光接続部２９ａのみが正常であり、受信側の四つの光接続部３１ａ～
３１ｄのうち光接続部３１ｂ～３１ｄの三つが正常である場合には、光接続部２９ａから
、三つの光接続部３１ｂ～３１ｄに光信号を入力させて、光信号の伝送を補償してもよい
。
【００８９】
　また、本実施の形態１～３では、警告メニューや注意メニューを表示装置５に表示出力
させて操作者に光接続部の接続状態の異常を報知する場合を例に説明したが、もちろん、
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これに限らない。例えば、音声出力装置を処理装置３，２０３，３０３，３０３Ａに設け
、光接続部が異常である旨や異常が起こるおそれがある旨を示す音声情報を音声出力装置
から出力させてもよい。また、異常報知あるいは注意報知のためのＬＥＤランプを設け、
光接続部に異常等がある場合には、点灯、点滅させてもよい。
【００９０】
　また、本実施の形態にかかる異常検出部３５，２３５、並びに、他の構成部で実行され
る各処理に対する実行プログラムは、インストール可能な形式又は実行可能な形式のファ
イルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み
取り可能な記録媒体に記録して提供するように構成してもよく、インターネット等のネッ
トワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロードさせる
ことにより提供するように構成してもよい。また、インターネット等のネットワーク経由
で提供または配布するように構成してもよい。
【符号の説明】
【００９１】
　１，２０１　内視鏡システム
　２，２０２　内視鏡
　３，２０３　処理装置
　４　光源装置
　５　表示装置
　２１　挿入部
　２１ａ　先端部
　２１ｂ　湾曲部
　２１ｃ　可撓管部
　２１ｄ　開口部
　２１ｅ　照明レンズ
　２１ｆ　照明窓
　２２　操作部
　２２ａ　湾曲ノブ
　２２ｂ　処置具挿入部
　２２ｃ　スイッチ部
　２３　ユニバーサルコード
　２３ａ，２３ｂ，３０，２２３ａ，２３０　コネクタ
　２３ｃ　ライトガイドケーブル
　２４　撮像部
　２４ａ　光学系
　２４ｂ　受光部
　２４ｃ　読み出し部
　２４ｄ　ＡＦＥ部
　２５　光送信部
　２５ａ　ＬＤドライバ
　２５ｂ　ＬＤ
　２６，３６，２３６，３２６，３３６，３３６Ａ　制御部
　２７，２７ａ～２７ｃ，３２，３２ａ～３２ｃ　光ケーブル
　２８　分割部
　２９ａ～２９ｃ，３１ａ～３１ｃ　光接続部
　３３　結合部
　３４　光受信部
　３４ａ　ＰＤ
　３４ｂ　ＴＩＡ
　３５　異常検出部
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　３５ａ　増幅器
　３５ｂ　フィルタ
　３５ｃ　判断部
　３７ａ　画像処理部
　３７ｂ　表示制御部
　３８，３３８　入力部
　３９，３３９　記憶部
　４１　光源部
　４２　光源制御部
　４３　光源ドライバ
　５１　映像ケーブル
　２２８，２３３　光スイッチ
　３０１，３０１Ａ　光通信システム
　３０２，３０２Ａ　送信装置
　３０３，３０３Ａ　受信装置
　３２４　データ記憶部
　３２５，３３５　出力部
　３３７　データ処理部

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光信号を送信する送信装置と、前記送信装置に対して脱着可能であって前記送信装置に
よって送信された光信号を受信する受信装置と、を備えた光通信システムであって、
　前記送信装置は、
　一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と、
　各基端にそれぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝
送部と、
　前記第１の光伝送部で伝送された光信号を分割可能であり、分割した光信号を前記第２
の光伝送部の少なくともいずれか一つの光伝送路に入力する分割部と、
　を備え、
　前記受信装置は、
　前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に設けられた複
数の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の光
伝送部と、
　前記第３の光伝送部が伝送した光信号を結合可能である結合部と、
　一つの光伝送路から成り、前記結合部から入力された光信号を伝送する第４の光伝送部
と、
　前記分割部および前記結合部がそれぞれ接続する光伝送路の順次切り替えを制御する制
御部と、
　前記制御部による、前記分割部および前記結合部の切り替え制御に応じて、選択された
光伝送路に対応する前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに前
記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無を順次検出する異常検
出部と、
　を備えることを特徴とする光通信システム。
【請求項２】
　前記分割部は、前記第１の光伝送部で伝送された第１の光信号を分割して、前記第２の
光伝送部の各光伝送路に分割光信号を入力し、
　前記第３の光伝送部の各光伝送路は、それぞれ対応する前記送信側光接続部および前記
受信側光接続部を介して入力された各分割光信号を伝送し、
　前記結合部は、前記第３の光伝送部の各光伝送路が伝送した各分割光信号を一つに結合
して、結合した第２の光信号を前記第４の光伝送部に入力し、
　前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によって伝送された第２の光信号の光量が、光
信号の一定の伝送品質を保持できる第１の光量を下回る場合に、前記送信側光接続部と前
記受信側光接続部との接続状態が異常であることを検出することを特徴とする請求項１に
記載の光通信システム。
【請求項３】
　前記異常検出部は、前記第２の光信号の光量が、前記第１の光量よりも高い第２の光量
を下回る場合に、前記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態が異常となるお
それがあることを検出することを特徴とする請求項２に記載の光通信システム。
【請求項４】
　前記分割部は、前記第２の光伝送部のうちの少なくとも一つの光伝送路を選択し、該選
択した光伝送路を前記第１の光伝送部に接続する第１の光スイッチであり、
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　前記結合部は、前記第３の光伝送部のうち、前記第２の光伝送部において前記第１の光
スイッチが選択した光伝送路の前記送信側光接続部と接続する前記受信側光接続部が設け
られた光伝送路を選択し、該選択した光伝送路を前記第４の光伝送部に接続する第２の光
スイッチであり、
　前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量が、光信号の
一定の伝送品質を保持できる第１の光量を下回る場合には、前記第２の光伝送部における
前記第１の光スイッチが選択した光伝送路の前記送信側光接続部と、前記第３の光伝送部
における前記第２の光スイッチが選択した光伝送路の前記受信側光接続部と、の接続状態
が異常であることを検出することを特徴とする請求項１に記載の光通信システム。
【請求項５】
　前記制御部は、前記異常検出部によって接続状態の異常が検出されない前記送信側光接
続部と前記受信側光接続部とに対応する光伝送路を選択するように前記第１の光スイッチ
および前記第２の光スイッチを制御することを特徴とする請求項４に記載の光通信システ
ム。
【請求項６】
　前記受信装置は、
　前記第４の光伝送部によって伝送された光信号を、該光信号における光量情報を含む電
気信号に変換する電気信号変換部をさらに備え、
　前記異常検出部は、前記電気信号変換部によって変換された電気信号に含まれる前記第
４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに、前記送信側光接続部と前記
受信側光接続部との接続状態の異常の有無を検出することを特徴とする請求項１に記載の
光通信システム。
【請求項７】
　前記異常検出部による検出結果を出力する出力部をさらに備えたことを特徴とする請求
項１に記載の光通信システム。
【請求項８】
　被検体内に挿入されて前記被検体内を撮像する内視鏡装置と、前記内視鏡装置が脱着可
能に装着される処理装置とを備えた内視鏡システムであって、
　前記内視鏡装置は、
　行列状に配置する複数の画素を有し、光が照射された被写体からの光を光電変換して画
像信号を生成する撮像部と、
　前記画像信号を光信号に変換する光信号変換部と、
　一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と、
　各基端にそれぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝
送部と、
　前記第１の光伝送部で伝送された光信号を分割可能であり、分割した光信号を前記第２
の光伝送部の少なくともいずれか一つの光伝送路に入力する分割部と、
　を備え、
　前記処理装置は、
　前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に設けられた複
数の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の光
伝送部と、
　前記第３の光伝送部が伝送した光信号を結合可能である結合部と、
　一つの光伝送路から成り、前記結合部から入力された光信号を伝送する第４の光伝送部
と、
　前記分割部および前記結合部がそれぞれ接続する光伝送路の順次切り替えを制御する制
御部と、
　前記制御部による、前記分割部および前記結合部の切り替え制御に応じて、選択された
光伝送路に対応する前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに前
記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無を順次検出する異常検
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出部と、
　前記第４の光伝送部によって伝送された前記光信号をもとに前記画像信号を処理する画
像処理部と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡システム。
【手続補正書】
【提出日】平成28年7月6日(2016.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光信号を送信する送信装置と、前記送信装置に対して脱着可能であって前記送信装置に
よって送信された光信号を受信する受信装置と、を備えた光通信システムであって、
　前記送信装置は、
　一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と、
　各基端にそれぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝
送部と、
　前記第２の光伝送部のうちの少なくとも一つの光伝送路を選択し、該選択した光伝送路
を前記第１の光伝送部に接続する第１の光スイッチと、
　を備え、
　前記受信装置は、
　前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に設けられた複
数の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の光
伝送部と、
　一つの光伝送路から成る光信号を伝送する第４の光伝送部と、
　前記第３の光伝送部のうち、前記第２の光伝送部において前記第１の光スイッチが選択
した光伝送路の前記送信側光接続部と接続する前記受信側光接続部が設けられた光伝送路
を選択し、該選択した光伝送路を前記第４の光伝送部に接続する第２の光スイッチと、
　前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチがそれぞれ接続する光伝送路の切り
替えを制御する制御部と、
　前記制御部による、前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチの切り替え制御
に応じて、選択された光伝送路に対応する前記第４の光伝送部によって伝送された光信号
の光量情報をもとに前記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無
を検出する異常検出部と、
　を備えることを特徴とする光通信システム。
【請求項２】
　前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量が、光信号の
一定の伝送品質を保持できる第１の光量を下回る場合に、前記第２の光伝送部における前
記第１の光スイッチが選択した光伝送路の前記送信側光接続部と、前記第３の光伝送部に
おける前記第２の光スイッチが選択した光伝送路の前記受信側光接続部と、の接続状態が
異常であることを検出することを特徴とする請求項１に記載の光通信システム。
【請求項３】
　前記異常検出部は、前記第４の光伝送部によって伝送された光信号の光量が、前記第１
の光量よりも高い第２の光量を下回る場合に、前記第２の光伝送部における前記第１の光
スイッチが選択した光伝送路の前記送信側光接続部と、前記第３の光伝送部における前記
第２の光スイッチが選択した光伝送路の前記受信側光接続部と、の接続状態が異常となる
おそれがあることを検出することを特徴とする請求項２に記載の光通信システム。
【請求項４】



(24) JP WO2016/035363 A1 2016.3.10

　前記制御部は、前記異常検出部によって接続状態の異常が検出されない前記送信側光接
続部と前記受信側光接続部とに対応する光伝送路を選択するように前記第１の光スイッチ
および前記第２の光スイッチを制御することを特徴とする請求項２に記載の光通信システ
ム。
【請求項５】
　前記受信装置は、
　前記第４の光伝送部によって伝送された光信号を、該光信号における光量情報を含む電
気信号に変換する電気信号変換部をさらに備え、
　前記異常検出部は、前記電気信号変換部によって変換された電気信号に含まれる前記第
４の光伝送部によって伝送された光信号の光量情報をもとに、前記送信側光接続部と前記
受信側光接続部との接続状態の異常の有無を検出することを特徴とする請求項１に記載の
光通信システム。
【請求項６】
　前記異常検出部による検出結果を出力する出力部をさらに備えたことを特徴とする請求
項１に記載の光通信システム。
【請求項７】
　被検体内に挿入されて前記被検体内を撮像する内視鏡装置と、前記内視鏡装置が脱着可
能に装着される処理装置とを備えた内視鏡システムであって、
　前記内視鏡装置は、
　行列状に配置する複数の画素を有し、光が照射された被写体からの光を光電変換して画
像信号を生成する撮像部と、
　前記画像信号を光信号に変換する光信号変換部と、
　一つの光伝送路から成り、光信号が入力される第１の光伝送部と、
　各基端にそれぞれ送信側光接続部が設けられた複数の光伝送路で構成される第２の光伝
送部と、
　前記第２の光伝送部のうちの少なくとも一つの光伝送路を選択し、該選択した光伝送路
を前記第１の光伝送部に接続する第１の光スイッチと、
　を備え、
　前記処理装置は、
　前記送信側光接続部に光学的に接続可能である受信側光接続部が各先端に設けられた複
数の光伝送路で構成され、前記受信側光接続部から入力された光信号を伝送する第３の光
伝送部と、
　一つの光伝送路から成る第４の光伝送部と、
　前記第３の光伝送部のうち、前記第２の光伝送部において前記第１の光スイッチが選択
した光伝送路の前記送信側光接続部と接続する前記受信側光接続部が設けられた光伝送路
を選択し、該選択した光伝送路を前記第４の光伝送部に接続する第２の光スイッチと、
　前記第１の光スイッチよび前記第２の光スイッチがそれぞれ接続する光伝送路の切り替
えを制御する制御部と、
　前記制御部による、前記第１の光スイッチおよび前記第２の光スイッチの切り替え制御
に応じて、選択された光伝送路に対応する前記第４の光伝送部によって伝送された光信号
の光量情報をもとに前記送信側光接続部と前記受信側光接続部との接続状態の異常の有無
を検出する異常検出部と、
　前記第４の光伝送部によって伝送された前記光信号をもとに前記画像信号を処理する画
像処理部と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡システム。
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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